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Ⅰ 事業の概要 

 
１ 概括 

 
 今年度は、まず昨年度から繰越となっていた「折戸ハウスⅠ」「折戸ハウスⅡ」と２箇所

計１１名分の新規開設を行うことが出来た。建物のタイプとしてもワンルームタイプの建

物となっており、これで事業所全体としては、さらに居住環境の選択肢が広がったと言え

る。建物の改修に関しても、大割ハウスの浴室・洗面所・トイレの改修・増築工事、対馬

ハウスのトイレ・洗面所の改修工事、臨時で横大道ハウスの屋根の改修工事を行った。改

修工事に関しては、より良い住環境の整備を今後も順次計画していきたい。また、当初の

計画では、矢指ハウスの浴室改修工事、生沼ハウスの世話人室増設工事を行う予定であっ

たが、次年度以降に引き伸ばすこととなった。こちらに関しても、来年度しっかりと行っ

ていきたい。 

次に、利用者関係については、今年度は聖家族園からの受け入れを行うことが出来た。

ここ数年は法人内の入所施設からの受け入れが無かったため、今後も利用者の意向を尊重

し、希望があれば一緒に考えていきたい。また、今年度は昨年度に引き続き触法障害者の

方の利用があった。相談としても受けることが多くなっており、社会的に生活のしづらさ

を抱えていることを感じさせられた。そういった意味では「光のあたりにくい人々ととも

に歩む」と言う法人理念に基づき、今後も当事業所として出来る事を考えていきたい。 

最後に、今年度の定員増により、利用者８３名・職員４５名と全体で１００名を超える

事業規模になっており、来年度も１箇所はホームを増やす計画もあり、今後も規模がさら

に大きくなることが予想される。そういった意味では、中・長期的にも事業所の組織体系

や職員の適正な配置のあり方に関しても次年度以降の課題として検討していきたい。 

 

 

２ 施設（事業所）所在地 千葉県旭市野中４０１７ 

 

３ 施設（事業所）開設年月日 平成１８年１０月１日 

 

４ 沿革 

 
１９９６年（平成８年）４月１日  福祉ホーム野中ハイツ開設 定員１０名 

１９９７年（平成９年）１月２３日 若衆内ハウス開設 定員１５名 

２００３年（平成１５年）４月１日 横大道ハウス開設 定員２１名 

２００４年（平成１６年）１０月１日 中川ハウス開設 定員２５名 

２００４年（平成１６年）１１月１日 萩園ハウス開設 定員２９名 

２００５年（平成１７年）５月１日 東足洗ハウス開設 定員３４名 

２００５年（平成１７年）９月１日 立野ハウス開設 定員３８名 

２００６年（平成１８年）４月１日 グループホーム支援室開設 

２００６年（平成１８年）１０月１日 ケアホーム旭・グループホーム旭事業所指定 

                 共同生活介護・共同生活援助事業開始 

                 野中ハイツ 福祉ホームからグループホームに変更 

                 東町ハウス開設 定員４４名 

２００７年（平成１９年）４月１日 大割ハウス開設 定員４９名 

２００７年（平成１９年）７月１日 グループホーム支援センター開設 

                 荒井 隆一が所長となる 

２００７年（平成１９年）８月１日 対馬ハウス開設 定員５３名 
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２００８年（平成２０年）３月１日 下立ハウス開設 定員５８名 

２００８年（平成２０年）７月１日 東町ハウス転居 広原ハウスに改名 

２００９年（平成２１年）４月１日 野中ハイツ定員 10名から、野中ハイツⅠ定員 5名・

野中ハイツⅡ定員 5名に変更。 

２００９年（平成２１年）9月１日 生沼ハウス開設 定員６１名 

２０１１年（平成２３年）６月１日 矢指ハウス開設 定員６５名 

震災に伴い立野ハウス転居（廃止） 

 西足洗ハウス開設  

２０１２年（平成２４年）１月１日 小割ハウス開設 定員６７名 

２０１２年（平成２４年）２月１日 仲町ハウス開設 定員７２名 

２０１２年（平成２４年）５月７日 下立ハウス 震災による修繕工事完了 

２０１２年（平成２４年）６月７日 野中ハイツ 震災による修繕工事完了 

２０１２年（平成２４年）１１月５日 若衆内ハウス 世話人室・喫煙室増設 

２０１４年（平成２６年）３月２７日 中川ハウス・対馬ハウス・東足洗ハウス・ 

萩園ハウス 自動火災報知設備設置 

２０１４年（平成２６年）３月３１日 下立ハウス スプリンクラー設備整備 

２０１４年（平成２６年）４月 １日 折戸ハウスⅠ開設 定員７７名 

２０１４年（平成２６年）４月 １日 折戸ハウスⅡ開設 定員８２名 

２０１４年（平成２６年）７月１６日 横大道ハウス定員６名から定員７名に変更  

定員８３名 

２０１５年（平成２７年）２月 １日 横大道ハウス定員７名から定員６名に変更 

                  定員８２名 

２０１５年（平成２７年）２月 １日 折戸ハウスⅠ定員５名から定員６名に変更 

                  定員８３名 

 

５ 実施事業及び利用者数 
 

５－１ 障害者総合支援法による指定事業 

（１）共同生活援助事業（介護サービス包括型） 

（定員８３名、平成２７年３月３１日現在の利用者数：７８人） 

ア 野中ハイツⅠ（定員男性５人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中 

イ 野中ハイツⅡ（定員女性５人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中 

ウ 若衆内ハウス（定員男性５人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市ニ 

エ 横大道ハウス（定員男性６人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：６人） 

  千葉県旭市三川 

オ 中川ハウス（定員男性４人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県野中 

カ 萩園ハウス（定員女性４人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県旭市萩園 

キ 東足洗ハウス（定員男性５人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市東足洗 

ク 西足洗ハウス（定員男性４人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県旭市西足洗 

ケ 広原ハウス（定員男性６人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中 
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コ 大割ハウス（定員女性５人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中 

サ 対馬ハウス（定員４人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：３人） 

  千葉県旭市野中 

シ 下立ハウス（定員男性５人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中 

ス 生沼ハウス（定員女性３人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：３人） 

  千葉県旭市イ 

セ 矢指ハウス（定員４人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県旭市野中 

ソ 小割ハウス（定員男性２人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：１人） 

  千葉県旭市野中 

タ 仲町ハウス（定員男性５人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市ロ 

チ 折戸ハウスⅠ（定員６人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：４人） 

  千葉県旭市野中 

ツ 折戸ハウスⅡ（定員５人、平成２７年３月３１日現在の利用者数：５人） 

  千葉県旭市野中 

 

６ 職員構成 

 別紙１のとおり 

 

７ 組織図 

 別紙２のとおり 

 

８ ２６年度重点目標実施報告 

 

８－１ 福祉・医療情勢を注視しつつ施設・事業所の安定的運営に努めることについて 

    ア 情勢（障害者総合支援法や医療・介護保険制度）を踏まえた施設・事業所の課題と展望

について 

      今年度の大きな事としては、グループホームの一元化ということが挙げられる。今まで

あったケアホーム・グループホームと言うような事業が、グループホーム１つになり、

その中で「介護サービス包括型」と「外部サービス委託型」から選択する形になった。

その中で、ナザレの家あさひとしては、基本的には今までの一体型の事業所指定とほと

んど変わらない運営を出来る仕組みとなる「介護サービス包括型」と言う形態を選択す

る事とした。また、夜間支援体制に関しても「夜勤」「宿直」「連絡体制」を明確に分け

る加算に変わったことも大きな変化として挙げられる。今後も、グループホームに関し

ては障害を持たれた方の居住の場として大きな役割が期待をされており、特に高齢化・

重度化に対応していくことが求められている。そういった意味では、ナザレの家あさひ

においてもしっかりと対応できるように努力をしていきたい。 

        

     イ 計画的な人事異動及び中間管理職の育成・登用について 

      今年度は、ようやく主任・副主任を配置することが出来、とりあえずとしての組織体制を

作ることが出来た。また、運営においての役割も徐々にそれぞれの分担の整理も行うこと
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が出来たことは良かったと考える。ただ、事業所の規模からすると、常勤職員の数や中間

層の職員は十分とは言えないため、今後も適正な体制を構築していきたい。 

 

     ウ 安定的な人材確保について 

      今年度は、大学などを周り、チラシを置かせてもらうなどにも取り組んだが、人材の確保

までには至らなかった。しかし、学生の法定実習を２名受けることも出来、今後もこのよ

うな中から就職につなげていけるような事も考えていきたい。 

     

     エ 施設・設備の老朽化や環境改善対策の中・長期計画と資金確保について 

      老朽化に伴う大割ハウスの浴室・脱衣場改修工事や利用者の性別や障害特性の変化に伴う

対馬ハウスのトイレ改修工事、利用者定員の増員に伴う横大道ハウスの居室及び世話人室

の改修工事を行った。しかし、生沼ハウスの世話人室増築や矢指ハウスの浴室改修につい

ては、設計や器具などの見直しや資金の確保などの諸事情を勘考し次年度へ持ち越すこと

とした。 

建物や設備の老朽化対策については、当事業所にあっては必須であるため、次年度以降も

計画的に行っていきたいと考えている。同時に震災や風災などのような自然災害にも早急に

対応できるよう修繕に係る積立も今年度同様継続していけるよう努力していきたい。 

 

オ 社会福祉法人会計基準への円滑な移行及びチェック体制の強化・充実について 

新会計基準への移行については、規程をはじめ勘定科目の解釈や仕訳の方法など、基本

的な知識の習得からであったため、今年度の会計業務は決して容易ではなかったと言える。 

しかし、法人本部が中心となり資料やデータベース等の準備をすすめてくれたため、何と

か処理を行うことができた。次年度以降については、まだなお習得しなければいけない課

題が多くあるため、引き続き、知識や技術的等の習得に努めていきたい。 

 

８－２ 社会福祉法人に求められる課題を踏まえつつ利用者等のサービスの質向上に努め

ることについて 

ア 地域福祉・医療への取り組みについて 

 今年度は、触法障害者の利用希望ニーズが継続して地域関係者からあり、受け入れの対

応をしている。保健・医療・福祉関係者の多職種チームアプローチだけではなく、弁護士・

保護観察官との連携も強化して支援を行った１年間であった。 

また、重症心身障害のある人が利用できるように対馬ハウスを整備した。他法人の訪問

看護事業者や海上寮療養所との医療連携体制を活用して、利用者の生活の安定を図った。 

 １年間で外部（病院 施設 通過型グループホーム 在宅）より新たな入居者７名の入

居があった。法人内においても、新たな入居者３名（聖家族園１名 海上寮療養所２名）

の入居があった。 

 

  イ 権利擁護、虐待防止、差別解消に向けた取り組みについて 

   世話人会議において、虐待防止について講義を受ける機会や、世話人同士でグループデ

ィスカッションをする機会を設けて、意識を高める機会を作った。その結果、日頃の支援

から自分の支援方法が虐待にあたっていないかと意識する機会が増え、ホーム内のミーテ

ィング等で意見を交わす機会が増えている。  

同一法人でのサービスの抱え込みをしない事を基本に、様々な関係者がグループホーム
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に携わっているため、外部関係者が入ることで抑止力につながったり、利用者の訴え先が

複数になり選択出来ることで、長期化や深刻化しない環境が整ってきている。 

 

ウ 専門性や特徴のあるサービスの実施について 

 行動援護対象者の継続的な支援を行うため、ＣＡＳより臨床心理士を派遣してもらいケ

ース会議においてアドバイスを受けている。  

新たに対人面での問題が予想される利用者に対応できるように、ワンルームタイプの折

戸ハウスⅠ・Ⅱを開設した。今後は、単身生活へのステップアップの場としても活用して

いきたい。 

医療連携体制（海上寮療養所）・ＡＣＴ（国保旭中央病院精神科）などの多職種でのチー

ムアプローチが継続して行える環境が整っているため、医療的ケアが必要な障害のある人

や触法障害者の受け入れが出来る体制が徐々に整っている。 

 

エ サービス提供上必要な事項の全体的点検と基本的事項の順守について 

 今年度の課題であったサービス等利用計画については、１００％作成することが出来た。

ただ、サービス等利用計画と連動しての個別支援計画の作成には至っていないため、来年

度への課題となっている。 

個別支援計画作成における他機関と連携してのケース会議の実施は重ねることはできて

いるが、その都度計画更新するという事はできなかった。各グループホーム担当者と連携

して、作成を計画的に行っていく必要性があった。 

 利用契約書においては、医療連携体制加算の追加があり修正を行った。支援マニュアル

については更新ができていないが、毎月のミーティングで支援方法を確認し、ホームにお

いては記録を回覧し情報共有を行った。 

 

オ 研修体制及び内容の充実について 

 内部研修（ＯＪＴ）に関しては、グループワーク・ロールプレイの手法を使って、支援

方法の気づきについて学んだ。また、海上寮療養所佐々木名誉院長の協力による「てんか

ん研修」や吉田製薬株式会社の協力による「感染防止対策研修」を行った。外部研修（Ｏ

ＦＦＪＴ）の機会については、情報提供をすることや、本人の希望を考慮しながら代替え

の世話人を確保できる体制を取るなどしたが、なかなか研修の参加には結びつかなかった。

これについては、来年度どのようにしたら研修参加が出来るのかを検討していきたい。 

 

カ 苦情解決の仕組みの周知徹底と適切な解決について 

ポスターの掲示や各ハウスミーティング等での周知を行った。 

契約時に丁寧に説明し、相談機関が複数ある事を伝え、利用者や家族が問題を抱え込み長

期化・深刻化しないように周知している。 

 

８－３ 法人の総合的な安全衛生対策の向上を図ることについて 

ア 法人全体の防災・防犯対策の向上と地震・津波への備え 

 ７月に旭市消防署予防課と旭第２分団３部消防団と連携し、より実用的な防災訓練を行

った。ハウス周辺の水利確認と放水訓練を行い、有事における迅速な対応が行える体制づ

くりをしている。また、有事の際の連絡体制の訓練（１７１使用訓練）を行った。セコム
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とは継続契約をしており、防犯シールを貼り防犯対策をしている。 

 地震・津波の対策として、非常持ち出し物品及び備蓄品の確認を行い補充を行った。ラ

イフジャケットとターポリン担架を使用しての防災避難訓練を実施し、避難時の安全性の

確保と避難時間の短縮が出来ている。また、防災無線の受信状態の悪い折戸ハウスⅠ・Ⅱ

については、新たに野外アンテナ工事を実施した。 

 火災の対策としては、夜間想定の訓練を行い、利用者のみでの避難をするホームへの協

力方法の確認を行った。Ｈ２７年４月より、消防法の改正があり、消防用設備等の基準の

改正があるため、今後は順次整備を進めていきたい。 

  

イ 利用者等安全対策の向上について 

 利用者１名が５月に行方不明となり、捜索時の各機関への連絡方法について改めて確認 

を行った。 

７月に利用者１名が居室内で体調不良により倒れ入院となった。訪問看護事業所との連

携や世話人の声かけをする機会を増やし、生活習慣の改善を促す事を共通確認し、再発を

防止している。 

 

ウ 安全運転対策の向上について 

春と秋の全国交通安全週間期間中ののぼり旗の設置や６月の交通安全講習の実施など、

年間を通し安全運転に関する注意喚起を行った。ドライブレコーダーを全車両に設置し

ている。 

年間を通して２件の車両事故があった。１件は公用車使用中、１件は通勤途中であっ

た。両方共、見通しの悪い交差点での事故であり、利用する道路の変更を行った。 

 

エ ＩＴ・情報管理対策の向上について 

  外部からのＵＳＢ接続をしないように徹底している。情報のバックアップについて 

は、新たなハードディスクを導入した。 

  

オ 地域のニーズに合わせたサービスの展開を図ることについて 

  地域から触法障害者の受け入れニーズがあり、千葉保護観察所等と連携し利用があっ

た。コミュニケーションに課題のある利用者の受け入れについては、ワンルームタイプ

のグループホームで可能になった。海上寮療養所から長期入院患者の受け入れを行った。

聖家族園より地域移行者を受け入れた。対馬ハウスのバリアフリー環境を利用し、重度

心身障害のある人を受け入れた。 

 

カ 職員の身分保障の向上を図ることについて 

    今年度は、身分保障の向上については大きく改善することが出来なかった。しかし、夜間

勤務職員のあり方についての検討を行い、来年度から試験的に取り組むベースの検討は出

来たため、これについては継続的に努力していきたい。 
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９ その他の報告事項 
 

９－１ 建物に係る修繕及び工事 

（１） 大割ハウス 浴室・脱衣室改修、トイレ増設工事 

 大割ハウスの脱衣室や浴室、洗面所において、壁や床、浴槽なども経年による劣化が認

められるだけでなく、日中でも室内が暗く、望ましい環境とは言い難い状態であった。 

 一方でホームの利用者の平均年齢も６９歳と高齢になっており、毎日使用する場所であ

ることから安全性も考慮し、改修を行うこととした。 

 

２６．１１．１９ ナザレの家あさひ経営会議起案 

２６．１２．２２ 決裁 

２６．１２．２５ 契約（株式会社伊藤工務店） 

２６．１２．２６ 着工 

２７． ３．１６ 完成 

工事金額 １，８３６，０００円（自己資金） 

 

（２） 対馬ハウス トイレ改修工事 

平成２６年度４月、新たにグループホームが開設し、それまで対馬ハウスに居住してい

た利用者４名のうち３名が転居した。その後、車椅子を使用する女性利用者が２名新規に

入居し女性３名が生活することとなった。 

このことを機にこれまでの男女混合のホームから、女性のみのホームとして使用してい

くことにし、それに伴い、これまで設置していた男性用便器の撤去をはじめ、車椅子でも

使用可能なトイレへ改修を行うこととした。 

 

２６．１１．１９ ナザレの家あさひ経営会議起案 

２６．１２．２２ 決裁 

２６．１２．２５ 契約（株式会社伊藤公務店） 

２６．１２．２６ 着工 

２７． ３．２３ 完成 

工事金額 １，４９０，４００円（自己資金） 

 

（３） 横大道ハウス 屋根修繕工事 

 平成２６年１２月末に突風と思われる災害により、横大道ハウスの屋根瓦が崩れ落ちて

しまい、雨漏りがするなどの被害が発生した。利用者の生活の安全と環境を改善するべく

修繕工事を計画した。なお当該工事においては工事費用が３，６６１，２００円で本来入

札案件になるのだが、災害発生時の応急工事として第１９１回理事会において審議、了承

していただき施工することとなった。 

 なお、資金について、横大道ハウスで加入していた建物保険により、保険料支払いの対

象となり１，８４０，２６８円の保険金がおりた。 

 

２７． １．２１ ナザレの家あさひ経営会議起案 

２７． １．２８ 第１９１回理事会 

２７． ２． ８ 契約（株式会社伊藤工務店） 

２７． ２．１２ 工事着工 

２７． ３．２３ 完成 

工事金額 ３，６６１，２００円 

１，８４０，２６８円（災害保険料） 

１，８２０，９３２円（自己資金） 
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１０ １年のあゆみ 

 
２６． ４． １ 辞令交付式 

    ４．１１ いちご狩り 

    ６． ７ 交通安全講習会    

    ６．２１～２２ 第１１回日本グループホーム学会福島大会 

７． ８・９ 全ホーム防災訓練 

８． ９ 夕涼み会 

８．１８ てんかん講習 

８．２６～９．９ 美作大学実習生１名（２週間）受け入れ 

８．３１ ミュージックフェスティバル 

    ９． ３ 合同防災訓練 

    ９．２８ 第２５回ロザリオ福祉まつり 

１０． １～３ 国サービス管理責任者研修 

   １０． ８ 創立記念行事 

   １０．２２ 野中ハイツⅠ日帰り旅行（袋田の滝） 

１０．２７～１２．１２ 城西国際大学実習生２名（２週間）受け入れ 

１０．２９・３０ 大割ハウス１泊那須旅行 

１１．４・６ 県サービス管理責任者研修 

１１．２０ 仲町ハウス日帰り旅行（養老渓谷） 

１１．２７ 千葉県監査 

１２． ２ 感染防止対策研修 

１２． ６ 障害者週間行事 

１２．２７ もちつき大会 

２７． １． ４ 新年挨拶会 

１．２６ 虐待防止研修 

    ２．１１ 千葉県障害者グループホーム大会 

    ３． ３・５ 全ホーム防災訓練 

３． ４ 合同研修会 

３．１０・１１ サービス管理責任者フォローアップ研修 

３．１５ 全国障害者芸能フェスタ 

３．２３～２７ 美作大学実習生６名（１週間）受け入れ 
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Ⅱ 利用者の概要 

 
１ ナザレ家あさひ 

１－１ 利用者の平均年齢 

５３．５歳 

 

１－２ 日中活動の状況 

    就労 ３人、生活介護施設 １７人、就労継続Ｂ型施設 １４人、 

高齢者デイサービス １人、その他 ４３人 

 移動支援 １５人、行動援護 ２人、重度訪問介護 ４人、   

    通院介助 １人 

 

１－３ 出身地の状況 

旭市 ２３人、市原市 １人、香取市 ２人、匝瑳市 ６人、山武市 ３人、 

千葉市 ２人、銚子市 １４人、東金市 １人、東庄町 １人、成田市 １人、

船橋市 ２人、松戸市 １人、四街道市 １人、 

東京都（江東区 １人、渋谷区 １人、台東区 １人、江戸川区 １人、中央区 

１人、板橋区 １人、八王子区 １人）         

茨城県 １人、横芝光町 １人、大網白里市 １人、習志野市 １人、 

袖ケ浦市 １人、茂原市 ２人勝浦市 １人、市川市 ２人、芝山町 １人 

多古町 １名、埼玉県 １名             

計 ３１区市町 

 

１－４ 障害支援区分 

非該当 ３人、区分１ １人、区分２ ２１人、区分３ １９人、 

区分４ １５人、区分５ １０人、区分６ ９人 

    平均障害程度区分 ３．４２ 

 

１－５ 入退去の状況 

    入居 １０名 

     自宅より        ３名 

     病院より        ５名 

     他施設より       ２名 

 

    退去  ０名 

       

 

２ ホーム別概要 

 
２－１ 野中ハイツⅠ 

（１） 利用者の年齢 

４２歳 １人、６２歳 １人、６３歳 １人、６４歳 １人、７０歳 １人 

平均年齢 ６０．２歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労継続Ｂ型施設 ２人、その他３人 
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（３） 出身地の状況 

旭市 ３人、銚子市 ２人 

 

（４） 障害支援区分 

区分２ ３人、区分３ ２人 

 

２－２ 野中ハイツⅡ 

（１） 利用者の年齢 

    ２５歳 １人、５０歳 １人、５７歳 ２人、５９歳 １人 

    平均年齢 ４９．６歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型施設 １名、その他 ４人 

 

（３） 出身地の状況 

    旭市 １人、銚子市 ２人、匝瑳市 １人、袖ケ浦市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

    区分２ ２人、区分３ ２人、区分４ １人  

 

２－３ 若衆内ハウス 

（１） 利用者の年齢 

２８歳 １人、４０歳 １人、４７歳 １人、６５歳 ２人 

平均年齢 ４９歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    その他 ４人、就労継続Ｂ型施設 １人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 １人、東庄町 １人、茂原市 １人、芝山町 １人、銚子市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

非該当 １人、 区分２ ２人、区分 ３ １人、区分４ １人 

 

２－４ 横大道ハウス 

（１） 利用者の年齢 

３５歳 １人、４３歳 １人、４８歳 １人、５２歳 １人、５６歳 １人 

５９歳 １人 

平均年齢 ４８．８歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労継続Ｂ型施設 ４人、生活介護施設 ２人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 ４人、銚子市 ２人 

 

（４） 障害支援区分 

区分３ ２人、区分４ ３人、区分５ １人 
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２－５ 中川ハウス 

（１） 利用者の年齢 

３８歳 １人、４４歳 １人、５８歳 １人、６４歳 １人 

平均年齢 ５１．０歳 

 

（２） 日中活動の状況 

生活介護施設 ３人、その他 １人 

 

（３） 出身地の状況 

香取市 １人、匝瑳市 １人、山武市 １人、船橋市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分５ ２人、区分６ ２人 

 

２－６ 萩園ハウス 

（１） 利用者の年齢 

３８歳 １人、３９歳 １人、４９歳 １人、６７歳 １人 

平均年齢 ４８．２歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労 １人、生活介護施設 ２人、高齢者デイサービス １人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 １人、千葉市 １人、銚子市 １人、四街道市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分４ ２人、区分５ １人、区分６ １人 

 

２－７ 東足洗ハウス 

（１） 利用者の年齢 

３９歳 １人、５３歳 １人、６２歳 １人、６９歳 １人、８０歳 １人  

平均年齢 ６０．６歳 

 

（２） 日中活動の状況 

生活介護施設 ５人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 １人、匝瑳市 １人、千葉市 １人、銚子市 １人、東金市 １人、 

 

（４） 障害支援区分 

区分４ ３人、区分６ ２人 

 

２－８ 西足洗ハウス 

（１） 利用者の年齢 

３７歳 １人、５６歳 ２人、７５歳 １人 

平均年齢 ５６．０歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労１人 その他 ３人  
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（３） 出身地の状況 

山武市 １人、銚子市 １人、成田市 １人、船橋市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分１ １人、区分３ ３人 

 

２－９ 広原ハウス 

（１） 利用者の年齢 

３８歳 １人、６３歳 １人、６６歳 １人、６７歳 １人 

７０歳、１人 

平均年齢 ６０．８歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労継続Ｂ型施設 １人、その他 ４人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 １人、銚子市 ２人、市原市 １人、習志野市 １人 

 

（４） 障害支援区分 

区分２ ３人、区分３ １人、区分４ １人  

 

２－１０ 大割ハウス 

（１） 利用者の年齢 

４３歳 １人、６３歳 １人、７５歳 １人、７８歳 １人、８６歳 １人 

平均年齢６９．０歳 

 

（２） 日中活動の状況 

就労継続Ｂ型施設 １人、その他 ４人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 １人、東京都 ３人、茨城県 １人 

 

（４） 障害支援区分 

非該当１人、 区分２ ２人、区分３ １人、区分４ １人 

 

２－１１ 対馬ハウス 

（１） 利用者の年齢 

２４歳 １人、５３歳 １人、６２歳 １人 

平均年齢 ４６．３歳 

 

（２） 日中活動の状況 

生活介護施設 ３人 

 

（３） 出身地の状況 

旭市 ３人 

 

（４） 障害支援区分 

    区分５ ２人、区分６ １人 
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２－１２ 下立ハウス 

（１） 利用者の年齢 

３６歳 １人、４４歳 １人、５６歳 １人、 

    ６６歳 １人、８４歳 １人 

平均年齢 ５７．２歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型施設 １人、その他 ４人 

 

（３） 出身地の状況 

銚子市 １人、 香取市 １人、 旭市 １人、 匝瑳市 １人 

横芝光町 １人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分３ ２人、 区分４ ２人、区分５ １人 

  

２－１３ 生沼ハウス 

（１） 利用者の年齢 

    ２０歳 １人、２４歳 １人、６４歳 １人 

    平均年齢 ３６歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労 １人、その他 ２人 

     

（３） 出身地の状況 

    大網白里市 １人、旭市 １人、松戸市 １人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分２ １人、区分５ ２人 

  

２－１４ 矢指ハウス 

（１） 利用者の年齢 

    ４１歳 １人、５０歳 １人、５５歳  １人、６４歳 １人 

    平均年齢 ５２．５歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型 １人、生活介護施設 １人、その他 ２人 

 

（３） 出身地の状況 

    旭市 ２人、銚子市 １人、茂原市 １人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分４ １人、区分６ ３人 
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２－１５ 小割ハウス 

（１） 利用者の年齢 

    ２８歳 １人 

    平均年齢 ２８．０歳 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型（週１日午前中のみ） １人 

 

（３） 出身地の状況 

    銚子市 １人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分５ １人 

 

２－１６ 仲町ハウス 

（１） 利用者の年齢 

    ５７歳 １人、６６歳 ２人、６９歳 １人、７１歳 １人 

    平均年齢 ６５．８歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    その他 ５人 

 

（３） 出身地の状況 

    勝浦市 １人、市川市 ２人、 東京都 ２人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分２ ２人、区分３ ３人 

 

２－１６ 折戸ハウスⅠ 

（１） 利用者の年齢 

    ２１歳 １人、４６歳 １人、５４歳 １人、７８歳 １人 

    平均年齢 ４９．７歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型施設 ２人、その他 ２人 

 

（３） 出身地の状況 

    多古町 １人、東京都 ２人、 埼玉県 １人 

 

（４） 障害支援区分  

    区分２ ４人 

 

２－１６ 折戸ハウスⅡ 

（１） 利用者の年齢 

    ２８歳 １人、３０歳 １人、４２歳 １人、５８歳 １人、６４歳 １人 

    平均年齢 ４４．４歳 

 

（２） 日中活動の状況 

    就労継続Ｂ型施設 ３人、その他 １人、生活介護施設 １人 
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（３） 出身地の状況 

    多古町 １人、東京都 ２人、 埼玉県 １人 

 

（４） 障害支援区分  

非該当１人、 区分２ ２人、区分３ ２人 
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Ⅲ 支援の概要 

 
１ 日課等 

利用者個々の状況に合わせて、以下の支援の提供を関係者と協力しながら行った。 

（１）利用者に対する相談 

（２）食事の提供 

（３）健康管理・金銭管理の援助 

（４）余暇活動の支援 

（５）緊急時の対応 

（６）職場等との連絡・調整 

（７）財産管理等の日常生活に必要な援助 

（８）食事や入浴、排せつ等の介護等 

（９）体験利用 

 

２ 部門別報告 

２－１ 管理者・サービス管理責任者 

特定相談支援事業所と連携を行い、サービス等利用計画がより利用者のニーズ

に沿うように情報提供を行った。モニタリングなどを通して、生活の課題があっ

た場合には、市町村・家族・関係機関と連携しケース会議を実施し、他職種チー

ムアプローチで情報の共有と問題解決を行った。また、複数の視点で入居者の支

援を検討するようになり、支援方法の選択肢が増えた事や、外部からの支援の評

価を得る機会となった。 

重症心身障害のある人や医療的ケアのある人が利用できるホームが開設され、

他法人の訪問看護の利用や海上寮療養所との医療連携体制を整備している。 

ワンルームタイプのグループホームを開設し、コミュニケーションに課題のあ

る障害のある人の受け入れを行った。 

 

２－２ 世話人・生活支援員 

月１回の世話人会議において、事務連絡等の情報提供後に短時間ではあるが研

修を行っている。 

職員の人数も多くなり、職員間のコミュニケーションが徐々に難しくなってき

ている。しかし、コミュニケーション能力向上が支援の向上に大きく関わってい

ると考えるため、今後はミーティング等を通して深めていきたい。海上寮療養所

連絡会、国保旭中央病院連絡会、個別のケース会議などに参加し、日々の支援の

向上に努めた。 

外部研修の必要性を伝え取り組んでは来たが、あまり参加が出来なかった。今

後は、勤務体制上出にくい職員もいるため、参加出来る環境づくりに努めたい。 

 

２－３ 事務員 

     常勤、非常勤各１名で業務を行っていたが、非常勤の退職に伴い、１月から常

勤職員を新規で雇用することとなった。 

利用者の金銭管理について、マニュアルに従い事務員、支援員、世話人の連携

により行っていたが、現金が紛失するという事例が生じてしまった。このことに

ついては直ちにスタッフ全員で、原因の究明と対策を考え、より一層の注意をは

らうこととした。 

今年度新たに公用車（車椅子 1 台を乗車できる軽タイプの福祉車両）を整備し

た。このことについては、利用者、職員の数の増加に伴う車輌不足と、整備済み
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のリフトカー（車椅子 4 台乗車可能）が、その大きさにより行先や運転者が限定

されてしまうこともあり、整備をすることとなった。この整備により、車椅子使

用の利用者はもちろん、他利用者に対しても行動範囲が広がるなど効果があった。 

グループホームの建物や設備においては、必ずしも計画通りとはいかなかった

ものの、概ね遂行できたと考えている。しかし各ハウスの状態において、この先

修理・修繕は大なり小なり必須であり、また横大道ハウスのように自然災害によ

る修繕にも備える必要があることから、日頃から各ハウスの建物や設備の状況の

把握に努めるとともに、積立金を含む予算の確保に引き続き努めていきたい。 

折戸ハウスⅠ・Ⅱの開設に伴い、定員が８２名、年度途中には更に１名増員し

８３名になると共に、職員についても４０名を超える規模になった。また共同生

活援助への一元化、新規会計基準への移行など新たなことへ取り組むことが多か

った。利用者に係ることでは、共同生活住居使用料の計算や金銭管理など、職員

関連では勤怠の処理など、担当職員がわずかな期間で行わなければならない業務

もあり、よりスムーズ且つ確実に業務を遂行できるよう日頃から報告・連絡・相

談の徹底に努めていきたい。また利用者の対応についても、より良いコミュニケ

ーションがとれるよう努力していきたい。 

  

２－４ 野中ハイツⅠ 

     年齢的にも高齢の方が増えてきていることもあり、海上療養所との医療連携体

制や訪問看護を利用し、病状の変化に対応できる体制を整えている。 

月に一度、利用者が行きたい所を決めて外食・外出をすることを全員が楽しみ

にしており、継続して行かれるよう調整をしている。ロザリオ福祉祭りでは全員

がふれあい動物園の受付を担当した。 

利用者１名が外出時に他者とトラブルになる出来事があった。 

 

２－５ 野中ハイツⅡ 

     怠薬が原因での体調の乱れが見受けられた利用者が２名いたため、薬の管理に

ついて必ず職員が目の前で確認することとしたことで改善されたが、今後は自己

管理での服薬が出来るよう促していきたい。１名については、情緒不安定になる

ことが多く、メンタル面での支援が必要なため、今後も継続的に支援していきた

い。 

日常些細なことで口論になったり調子を崩してしまう利用者がいるため、その

都度相談に乗ったり気分転換ができるよう支援を行っている。 

 

２－６ 若衆内ハウス 

     ４月より入居者が５名になり、朝食希望者２名に提供している。利用者１名は

楽器を習い、デイケアのメンバーとミュージックフェスティバルに演奏発表をし

ている。今後も続けられるように支援していきたい。 

     喫煙については、場所を設けて他所で喫煙しないように促していきたい。 

     今年度末より、新しい通所先に行き始めた利用者さんもいるため、続けていけ

るように支援していきたい。また、新薬治療のため、２月頃より入院中の利用者

さんがおり、来年度はじめに退院を予定している。今後は定期的な通院治療が必

要になるため、病院スタッフと連携しながら支援していきたい。 
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２－７ 横大道ハウス 

     一時レスパイトを含め７名の利用者が入居している期間があった。うち１名は

ワンルームタイプのグループホームへ引っ越した。夕刻より夜にかけて外出をす

る利用者もいるが、事故のないよう関係者と連携し、支援を行っていきたい。 

風災による、屋根修繕工事を実施した。 

 

２－８ 中川ハウス 

    重度知的障害のある人が入居しており、複数の支援者や事業者が関わっている

事から、毎月のミーティングや、日中活動先との連絡会において情報共有し支援

を行った。また、世話人の支援方法の違いによって、利用者が混乱をしないよう

に確認を行った。身体障害のある人がＡＤＬの低下によって、転倒する機会が増

えており、見守りを意識して行っている。ヒヤリハットの報告件数が多いため、

情報を共有し、再発防止に継続して取り組んでいく必要がある。 

 

２－９ 萩園ハウス 

     生活の組み立てに関しては、ヘルパーを有効活用している。そのうち１名は、

週１回ヘルパー同行でプール教室に通っている。来年度以降も運動とストレス解

消の場として利用できるように引き続き支援していきたい。その他の利用者もヘ

ルパーやデイケア、地域のイベントに参加するなど、地域との関わりを大切にし

ている。 

高齢化した利用者や訴えが少ない利用者もいるため、体調の変化にこちらが気

付けるようにしていきたい。また、体調を崩した場合には、病院や通所先等と連

携をとり、対応していきたい。 

 

２－１０ 東足洗ハウス 

     利用者１名が高齢であり、心身の状態変化について医療機関や日中活動先と連

携して、状態確認を継続して行っている。新たに聖家族作業所連絡会などで情報

共有も開始している。世話人が複数名いるので、支援方法の確認をミーティング

で行い、支援方法のばらつきをなくしている。ミュージックフェスティバルに参

加するなどして、地域との交流をしている。 

 

２－１１ 西足洗ハウス 

     利用者４名が一緒に生活を初めて９年半が経過した。近隣住民との関係は利用

者が挨拶や日常的な会話を積極的に行えており、良好である。利用者間の関係は

良好ではあるが、利用者の中には、精神症状に左右されて相手の症状に疲れてし

まう事もあるため、世話人によるフォローが必要であった。また、交友関係の広

い利用者については、課題があれば確認し本人と解決をしている。月一回の食事

会・外出を継続できている。 

 

２－１２ 広原ハウス 

     街中のグループホームであり、徒歩１０分位で大型スーパーへ行くことができ

る環境が整っている。利用者同士の些細な争いがあるが、その都度解消に努めて

いる。体調を崩した人が何名かいたが、病院スタッフ、訪問看護、ご家族等の協

力を得て生活を維持している。 

 

２－１３ 大割ハウス 

     今年度も、ハウス全員で栃木県の那須へ一泊旅行に行くことが出来た。事業所

の中でも、最高齢の利用者もいるが、今後も出来る限り楽しい思い出を作れるよ
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う支援をしていきたい。 

     また、今年度は浴室・脱衣室・洗面所・トイレの改修を行うとともに、トイレ

については１箇所増設工事も行った。今後も、住環境の整備には努めていきたい。 

 

２－１４ 対馬ハウス 

     今年度より女性４名定員で運営している。新たな利用者と世話人でスタートを

したこともあり、支援者間で情報共有し支援を行った。世話人の努力もあり、

ほぼ全介助だった利用者が、歩行が可能な状態に回復している。重症心身障害

のある利用者も家族や訪問看護と連携し、体調を大きく崩すことなく暮らして

いる。 

      車いす利用者対応のため、トイレ・洗面所の改修を行った。 

 

２－１５ 下立ハウス 

      頸椎症の利用者は、ほぼ全介助になっている。少しでも可能性を見つけ好転

するよう努めているが、依存的傾向が強く、自分で身体の状態を改善しようと

する意欲がないため、継続して居宅介護事業者、訪問入浴事業所や医療機関と

連携して改善に努めている。 

      クロザリルの新薬投与をしている利用者が、時々服薬を拒否することがある

為、病院スタッフと協力をしながら支援している。体調がいい時は就労継続Ｂ

型事業所へ通えるようになってきたが休みがちなので継続できるよう支援して

いきたい。 

      精神症状の悪化により、ホーム内の利用者間でトラブルになる機会があり、

病院関係者と連携して継続対応を行っている。 

      防災対策として、防災訓練において消防署の立ちあいを下に行い、喫煙をし

ている利用者へ火の取り扱いについて注意喚起を行った。 

 

２－１６ 生沼ハウス 

     ３名定員の女性のグループホーム。身体障害をもつ５０代の利用者は、積極的

に散歩をして運動する姿がみられる。また、街中にあるグループホームというこ

とを生かしてコンビニなどへ買い物に行くなどして生活している。 

一室あいていた部屋に２０才の女性が入居された。市川の病院へ通院の為、ヘ

ルパーの協力を得て通院している。日中活動については、海上寮療養所のデイケ

アんと連携して、情報共有を密にして支援を行っている。 

      

２－１７ 矢指ハウス 

     世話人の変更もあり、利用者のメンタルが不安定になる機会があった。利用者

の日中活動場所への参加が継続できるように、日中活動場所で本人を交えての話

し合いや２ヶ所の日中活動先を利用するなどして対応をしている。ミーティング

においては、支援方法や仕事内容の確認を行い、昨年度よりも世話人一人一人の

連携が出来るようになっている。精神症状の変化についても、海上寮療養所の主

治医と連携し、迅速な対応をとり悪化を防いでいる。入居者間の騒音問題があり、

一部防音カーテンを設置した。 

 

２－１８ 小割ハウス 

     自分の気持ちを言い表すことが苦手な利用者が入居している。フラッシュバッ

クにより入浴中に怒鳴り声をあげたり、物を壊してしまったことが何度かあった。

また、ヘルパーと外出時に突発的な出来事に対応が出来ず他者に怪我を負わせて

しまう事があった。その後、外出は男性を含めた２名体制で行っている。 
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     作業所へは、週１回休むことなく、通うことができていることについては、関

係者も本人を評価している。来年度も、注意深く見守り、安心した生活が継続で

きるよう支援していきたい。 

 

２－１９ 仲町ハウス 

     生活が慣れてきたのに伴い、食生活や入浴の減少など生活リズムが大きく崩れ

てしまった。うち１名は年度末に入院し、治療している。糖尿病や高脂血症など

の内科疾患を持つ利用者がほとんどだが、運動もせずに高カロリーな食事を摂る

事が続いている。 

その現状を立て直すべく、通院や訪問看護の回数を増やしたり、デイケアに通

うように促したり等、病院スタッフの協力を受けながら支援していきたい。 

 

２－２０ 折戸ハウスⅠ 

     ４月１日から開設したワンルームと３Ｋを利用したグループホーム。ワンルー

ムの環境を利用してレスパイト、体験利用を有効に活用できた。利用者の一人一

人の生活能力には大きな違いがあり、個別に対応できるように関係者と協力して

支援を継続している。 

     来年度は個別支援計画をもとに、今年度よりも個々の生活が落ち着いた暮らし

になるように環境を整えていきたい。 

     新規開設により新たに４名の入居が、精神科病院、通過型グループホーム等か

らあった。 

      

２－２１ 折戸ハウスⅡ 

     折戸ハウスⅠと同様４月１日、対馬ハウスから移行した３名と新たに２名（在

宅・精神科病院より）を加えて、５名での開設になった。ワンルームタイプのた

め、かなり自立心が芽生え「自分のことは自分でする」ことを目標に頑張ってい

る。また、５名全員日中活動をしている。          
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Ⅳ 運営管理の概要 
 

１ 会議、委員会 

 毎月１回、下記の会議、委員会を行った。 

 ・経営会議 

 ・施設・事業所長会議 

 ・法人グループホーム運営会議 

・世話人会議 

・各グループホームミーティング 

・海上寮地域生活支援連絡会（毎週金曜日） 

・旭中央病院連絡会 

・地域生活支援会議 

・総合安全対策委員会 

・海匝世話人会議 

・海匝設置者会（年２回） 

・あい支援センター連絡会 

・聖家族作業所連絡会 

・その他、必要に応じて、ケース会議、調整会議を行う 

 

２ 地域との連携（交流） 

２－１ 行事 

地域住民との連携については、野中地区の行事参加やもちつき大会において黒潮会の

協力を頂くなど、交流の機会を継続的にもっている。 

 

 萩園ハウス 町内会活動（祭り・海岸清掃等） 

 若衆内ハウス 町内会活動（町内清掃・区民会館清掃等） 

 横大道ハウス 町内会活動（町内清掃等） 

 野中ハイツⅠ 町内会活動（町内清掃等） 

野中ハイツⅡ 町内会活動（町内清掃等） 

下立ハウス 町内会活動（町内清掃等） 

対馬ハウス 町内会活動（町内清掃等） 

大割ハウス 町内会活動（町内清掃等） 

矢指ハウス 町内会活動（町内清掃等） 

   

２－２ ボランティア 

 黒潮会 もちつきボランティア 

 城西国際大学 学生３名 もちつきボランティア 

 有志ボランティア ８名 

  

２－３ 見学者 

２６．４．１０ 海上寮療養所 入居希望者 

   ５． ９ 入居希望者 

   ５．１０ 入居希望者 

   ７． ８ トレント精神科医 当事者 

   ７．１７ 入居希望者 

   ８．２２ みんなの家 入居希望者 

２６． ９．１２ 海上寮療養所 入居希望者 
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    ９．１８ 海上寮療養所 入居希望者 

   １０．２９ 東京大学市民後見人 

   １１．１２ 海匝ネットワーク 入居希望者 

２７． ３． ４ 入居希望者 

    ３．２５ 東総就業センター 入居希望者 

    ３．２６ 見学者３名 

    ３．３１ 匝瑳市関係者 ６名  

     

その他、相談事業所、病院関係者、グループホーム利用希望者等に対して、随時見学案

内を行った。 

 

２－４ 実習生 

 ２６． ８．２６～ ９． ９ 岡山県美作大学 １名 

 ２６．１０．２７～１１． ８ １１．２５～１２．８ 城西国際大学 ２名 

 ２７． ３．２３～ ３．２７ 岡山県美作大学 ６名 

 

３ 防災、緊急時の対策 

３－１ 総合安全対策委員会 

毎月の重点項目について、世話人会議・ミーティング等で委員会で配布される資料を配

布するなどして周知を行った。主な内容としては、４月賃貸契約の折戸ハウスⅠ・Ⅱの自

動火災通報装置及び防火扉の修理を貸主に行ってもらった。７月旭市消防署予防課と旭第

２分団３部消防団と協力して防災訓練を行い、ハウス周辺の消火栓の確認を行った。平成

２７年２月消火器使用期限の点検・買い替えを行った。 
  

３－２ 防災訓練・防災対策 

２６． ７． ８・９ 全グループホーム防災訓練 

２６． ９． ３   合同防災訓練 

２７． ３． ３・５ 全グループホーム防災訓練 

 

４ 福祉サービスの向上 
平成２５年度福祉サービス共通基準自己評価結果に基づいた改善計画について     

ここ数年、課題として挙がっている同性介助の問題に関しては、今年度も抜本的には改善

するには至らなかった。この課題に関しては、グループホームの環境と職員配置上、なか

なか難しいことはあるが、今後も考えていきたい。 

 

５ 権利擁護 
 一昨年度から引き続き、今年度も身近に起きうることとしての研修・ディスカッション

等を行った。また、今年度は１月に野口専務にも研修を行っていただき、職員全員にとっ

てはまた日頃感じることとは違った気づきを得ることも出来た。 

特に、閉鎖性が高くなる可能性の高いホーム支援においては、職員自身の自己研鑽と外

部への風通しの良さが大事なるため、今後もその両方に力を入れながら取り組んでいきた

い。 
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６ 苦情解決 
  苦情受付・解決件数４件 

 仲町ハウス近隣住民より ゴミの出し方について １件 

横大道ハウス 利用者への支援方法について １件 

若衆内ハウス 近隣住民への騒音について  ２件 

  

７ 情報公開 

ホームページの開設を行い、随時更新を行っている。  

 

８ 職員の動向 

８－１ 職員の異動 

   ２６． ４ 採用 

   ２６． ６ 退職 

   ２６． ７ 採用 

   ２６． ７ 採用 

   ２６． ７ 退職 

   ２６． ８ 採用 

   ２６． ９ 採用 

   ２６． １ 採用 

   ２７． １ 退職 

   ２７． ２ 退職 

   ２７． ２ 採用 

   ２７． ３ 退職 

   ２７． ３ 退職 

   ２７． ３ 退職 

    

８－２ 休暇等の状況 

 人数 年間発生日数 取得日数 半期平均

取得日数 

取得率（％） 

常勤職員 ５ １５８．０ ４８．８０ ９．８ ３０．９％ 

（昨年度） （４） （１５３．０） （２３．６３） （２．５） （１５．４％） 

非常勤職員 ３２ ６５７．５０ ４３４．７０ １３．６ ６６．１％ 

（昨年度） （２６） （５６０．８０） （３４６．４７） （６．４） （６１．８％） 

合計 ３７ ８１５．５０ ４８３．５０ １３．１ ５９．３％ 

昨年度 （３０） （７１３．８０） （３７１．０３） （１２．４） （５２．０％） 

  

非常勤職員は前年度から目標である取得率５０％を超えることができていたが、さらに

４．２％の上昇が見られた。また、常勤職員においては未だ目標値には届かないものの、

前年度比ではおよそ倍に増えており、この点は評価できる結果となった。今後も休暇の積

極的な取得に向け取り組んでいきたい。 

 

８－３ 衛生管理 

   全職員を対象にＯ－１５７の保菌検査を実施し、１１月にはインフルエンザの予防接種

を行った。これらのことについては次年度以降も継続して実施していく。 

   また今年度は、インフルエンザやノロウイルスの感染予防対策として、製薬会社の方を

講師に迎え研修を行った。 
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８－４ 研修 

２６． ６． ７ 交通安全講習会    

    ６．２１～２２ 第１１回日本グループホーム学会福島大会 

８．１８ てんかん講習 

   １２． ２ 感染防止対策研修 

２７． １．２６ 虐待防止研修 

    ２．１１ 千葉県障害者グループホーム大会 

    ３． ４ 合同研修会 

３．１０・１１ サービス管理責任者フォローアップ研修 

 

９ 補助金・助成金 

千葉労働局特定求職者雇用開発助成金      ２５０，０００円（該当者１名） 

東京都共同生活援助加算            ６２２，２１０円（江東区） 

東京都共同生活援助加算            ３７９，６００円（渋谷区） 

障害者グループホーム運営費補助金    １４，２３９，９６０円（２１市町村） 

 

１０ 自立支援給付費請求額 

訓練等給付費収入           １５４，２０２，３４４円 

特定障害者特別給付費           ９，０５７，６２９円 

 利用者負担金収入                ６６，７３６円 

合計                 １６３，３２６，７０９円 

 

１１ 寄附物品（敬称略） 

 寄附者 寄附内容 寄附金額 

１  米（９０ｋｇ） ３０，０００円 

２  米（６０ｋｇ） ２０，０００円 

３  米（３０ｋｇ） １０，０００円 

４  米（５０ｋｇ） １７，０００円 

合      計 ７７，０００円 

 

Ⅴ 資料 

 
別紙１ 職種別職員一覧表 

別紙２ 組織図 

 

 


